
日時： 
場所： 

2011年11月17日, 17:30~18:30 
明治大学生田キャンパス, 第二校舎A館, A305教室 

田野倉 葉子（統計数理研究所）  

Access: 10 minutes on foot from Ikuta Sta. Odakyu line, 
Or 10 minutes by bus No. 13「明治大学正門前」, get off at the last stop. 
See http://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/ for details. 

Meiji institute for Advanced Study of Mathematical Science (http://www.mims.meiji.ac.jp) 
(Organizers: M. Mimura, D. Ueyama, Y. Wakano, K. Ikeda and S.Kinoshita) 

Everyone is welcome to attend “現象数理学セミナー”.  

“現象数理学セミナー ” is partly supported by Meiji University Global COE program 
“Formation and Development of Mathematical Sciences Based on Modeling and Analysis”  
(http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/). 

概要：ギリシャの財政難発覚をきっかけに南欧諸国の財政問題が顕在化し、世界経済は
欧州信用不安の波及の懸念に直面している。国債を参照する金融商品であるソブリン
CDS（クレジット・デフォルト・スワップ）は政府債務に対する信用リスクの代替指標と
して注目されているが、その価格は右裾が長く偏って分布しておりデータ数も日々変化す
るため、市場全体の動向を適切に示す指標の作成は容易ではない。そこで、変数変換とト
レンドモデルに基づいた新しいインデックスを開発した。欧州、アジア、中東アフリカ、
南米といった世界各地域のソブリンCDSインデックスを作成し、インデックス間の変動
の相互関係についてギリシャ危機発生の前後で生じた変化を検証した。その結果、欧州
先進国地域の変動の影響はギリシャ危機以降どの地域においても増大しており、欧州危機
の波及の拡大が確認された。さらに、欧州信用不安の長期化が今後の世界経済に与える
影響は無視できない状態にあることがわかった。 

金融データ解析による欧州危機の 
世界経済への波及の検出 
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